
　新型コロナウイルス感染症（COVID-19）

の患者数はデルタ株の出現で8月半ばまでは

急増したが、その後、患者数は急減し、9月末

で長期間に渡る緊急事態宣言は解除され

た。ワクチン接種も当初は出遅れていたが、

その後、順調に進み米国の接種率をすでに

追い抜いた。米国では有効なコロナ経口薬

の開発が報じられ本年中には世に出るので

はと期待されている。

　さて本号では日本医大・桑名教授と小生

の対談による「全身性強皮症治療の現状：

新たな治療概念と治療薬」が注目に値する

記事である。関節リウマチでは生物学的製

剤やJAK阻害剤の登場で寛解に至るケース

も数多く認められる。一方で強皮症は病態

の複雑さ、診断の難しさ、さらに治療薬の乏

しさなどでリウマチ財団登録医のみならず

専門医の先生方も敬遠する疾患である。桑

名教授は一貫して強皮症にフォーカスして

治療および研究に重点を置き、情報を世界

に発信している。本稿では強皮症の診断、強

皮症専門医への紹介のポイント、治療薬の

進歩や問題点をわかりやすく解説していた

だいた。読者の皆様もぜひ一読され、日常の

強皮症診療に活かしていただければと願っ

ている。

　「リウマチ人」は内田詔爾先生と仲村編集

長との対談である。内田先生は当初整形外

科医として内田式人工足関節を開発して多く

の関節外科手術を重ねてこられたが、現在は

手術に頼らずリウマチ薬物療法にシフトして

その限界をいかに超えられるかを深く思案

中で、今後リウマチ医を目指す方のみならず

専門医の先生方にも学ぶことが多いと思わ

れる。

　その他GRAPPAレポートではリウマチ患

者へのコロナワクチンガイドも記載され読者

には参考になる記事である。

　COVID-19はワクチン接種が進んでいると

はいえまだ収束しておらず、新型コロナウイル

スに感染した患者に日夜対応されている医

療従事者の方々に深く感謝したい。

編集後記

令和3年9月 企画運営委員会議事録
令和3年9月開催企画運営委員会の審議概要を下記のとおり報告します。
日　時：令和3年9月14日（火）18：00～18：41
【報告事項】
1．委員会報告
 医療保険部会（8月10日）
 令和4年度診療報酬改定要望事項の取りまとめについて報告された。
2. 「リウマチ病学テキスト改訂第3版」の進捗状況について
 令和4年3月刊行に向け、日本リウマチ財団の教育研修委員会と日本リウマチ学会生涯教育
 委員会とで査読を行い、初校準備に入ったことが報告された。
3. 令和3年度リウマチの治療とケア教育研修会について
 全国6地区の開催日程等が決まり、10月24日（日）に関東・甲信越地区を第1弾として開始
 される。北海道・東北地区はWeb開催、他の5地区はハイブリッド開催となることが報告された。
【審議事項】
1．令和4年度リウマチ月間リウマチ講演会について
 令和4年6月11日（土）に千代田区の「都市センターホテル」を会場としてWeb方式と併用の
 ハイブリッド開催による実施とし、第一会場の午前中は患者さんと一般の方も参加可能な
 講演２題と式典、第一会場の午後並びに第二会場は医療関係者対象の教育研修会とする
 （案）について審議し、承認された。
2．令和4年度診療報酬改定等に関する要望書（案）について
 医療保険部会がまとめた（案）について審議し、厚生労働省保険局長宛に提出することが承認された。
3．「膠原病・リウマチ患者さんのための新型コロナウイルスについてのQ&A」について
 寄せられた質問をもとに、財団ホームページでQ&Aとして掲載しているが、日本リウマチ学会
 ホームページと共通性を持たせるため、リンク等の対応をおこなっていくことが承認された。
  以　上

北海道･
東北

11/21
（日） Web開催

札幌医科大学医学部
免疫･リウマチ内科学
教授　髙橋　裕樹

東海・
北陸

12/5
（日）

JPタワー名古屋
ホール＆カンファレンス
（ハイブリッド開催）

海津市医師会病院
整形外科・リウマチ科
佐藤　正夫

近畿 11/14
（日）

メルパルク京都
（ハイブリッド開催）

京都府立医科大学大学院
医学研究科免疫内科学
病院教授　川人　豊

中国・
四国

令和4年
2/6
（日）

JRホテルクレメント高松
（ハイブリッド開催）

香川大学医学部附属病院
膠原病・リウマチ内科
土橋　浩章

九州・
沖縄

11/28
（日）

アクロス福岡
（ハイブリッド開催）

国家公務員共済組合連合会 浜の町病院
膠原病内科
部長　吉澤　誠司

開催地区 開催日 開催場所／開催形態 世話人

令和3年度リウマチの治療と
ケア教育研修会開催予定

開催情報、詳細等は財団ホームページをご覧ください。

令和4年度リウマチ財団登録医
■新規登録医募集
申請受付期間 令和4年3月1日～5月31日
資格（要件）
1. 申請時に3年以上の臨床経験が有り、現在に至るまで通算1年以上リウマチ性疾患の診療
 に関わっている。なお、平成16年以降医師資格取得者は初期臨床研修修了者であること。
2. 直近の5年間において
 （1） リウマチ性疾患診療患者名簿 10例
 （2） リウマチ性疾患診療記録（上記名簿のうち） 5例
 （3） 財団が主催し又は認定する教育研修会に出席し、教育研修単位20単位以上
  （治験等教育研修単位に充当できる単位があります。）
  審査料（申請時） 1万円　　登録料（審査に合格後） 2万円
  登録有効期間 5年間

■資格再審査・更新手続き
申請受付期間 令和4年3月1日～5月31日
令和4年度資格更新該当者は、下記年度にリウマチ財団登録医を
取得された方です。
平成24、29年度

令和4年度リウマチ財団登録理学・作業療法士募集
申請受付期間 令和4年2月1日～4月30日
資格（要件）
1. 申請時に3年以上の理学・作業療法士実務経験が有り、直近5年間において
 通算1年以上リウマチ性疾患のリハビリテーションに従事している。
2. 直近の5年間において
 （1） リウマチ性疾患のリハビリの指導患者名簿 10例＊

 （2） リウマチ性疾患リハビリ指導記録（上記名簿のうち） 5例＊

  ＊関節リウマチ症例を含むことが望ましい
  ＊記載例は財団ホームページに掲載。

 （3） 財団が主催し又は認定する教育研修会に参加（発表） 3回(経過措置)
  経過措置は、令和5年度の新規申請（令和5年4月30日）までの期間限定
  審査料（申請時） 1万円　　登録料（審査に合格後） 5千円
問い合わせ先

日本リウマチ財団事務局 E-mail：nursejrf＠rheuma-net.or.jp

申請方法、申請書類等は財団ホームページに掲載します。

申請方法、申請書類等は財団ホームページに掲載します。

国際学会におけるリウマチ性疾患調査・研究発表に対する
助成者報告書（APLAR 2021）
菱川 法和／京都府立医科大学リハビリテーション医学教室 助教
　このたび、日本リウマチ財団登録理学療法士として初めて国際学会におけるリウマチ性疾患
調査・研究発表に対する助成を賜り、2021年8月28日から31日にかけてKyoto International 
Convention Centre（Kyoto, Japan）で開催された23rd Asia-Pacific League of Associations 
for Rheumatology Congress（APLAR）に参加させていただきました。一方で、100年に1度とい
われる未曾有のパンデミックが世界各国で起こり、いまだ予断を許さない状況が続いています。
まずはCOVID-19により、お亡くなりになった方々のご冥福をお祈り申し上げるとともに、ご遺族
の方々には心よりお悔やみ申し上げます。また闘病中の皆様にはお見舞い申し上げます。この
ようなCOVID-19の拡大防止の一環として、本学会はオンライン参加の形式で行われました。
　私は、Allied health: Physiotherapyのセッションにて、「Relationship between sarcopenia 
and physical activity in patients with rheumatoid arthritis-associated foot impairment: an 
accelerometer study」という演題名でPoster Presentationを行いました。Sarcopeniaは、1989
年にRosenbergによって提唱された概念で、加齢を原因とする骨格筋量減少（1次性サルコペニ
ア）と加齢以外（疾病、身体不活動など）を原因とする骨格筋量減少（2次性サルコペニア）に分類
されています。2010年には、European Working Group on Sarcopenia in Older Peopleにおい
て「骨格筋量と筋力の進行性かつ全身性の低下に特徴づけられる症候群で、身体機能障害、
QOLの低下、死のリスクを伴うもの」と定義されました。また2016年には、ICD-10のコードを取
得し疾患として認識されるなど、すでに超高齢化社会を迎えたわが国においてもsarcopeniaは
非常に注目されています。とりわけリウマチ患者では、sarcopeniaの合併が多く（同年代の健常者
の約3倍）、適切な予防や治療が必要といわれています。本研究では、歩行時の疼痛により移動が
制限されやすい足部病変を有するリウマチ患者に着目した結果、sarcopeniaはさらに高率に合併
し、特に中高強度（3METs以上）の身体活動量が著明に減少していることが明らかになりまし
た。そのため今後の研究では、運動リスクの高いとされるリウマチ患者でも、骨格筋量を増加させ
る治療法の開発が必要であると考えています。また幸いにも本発表の内容は、APLAR 2021 
Excellent Abstract Award on JCRに選出していただきました。このような名誉ある学会での受
賞を励みにより一層、日常診療や研究に取り組みたいと思っています。
　末筆になりますが、日本リウマチ財団登録理学療法士・作業療法士制度を確立していただいた
リウマチ専門職委員会の先生方、国際学会における参加にご支援くださいました学術助成委員
会および企画運営委員会の先生方、ならびに本発表に多大なるご指導を賜りました本学の三上
靖夫教授、遠山将吾講師に深謝いたします。

ノバルティス・リウマチ医学賞候補者募集

リウマチ性疾患調査・研究助成候補者募集

締め切り：令和4年1月31日（当日消印有効）

締め切り：令和3年11月30日（当日消印有効）
※今年度4件予定。その中から、「塩川美奈子・膠原病研究奨励賞」1件を選考する。 

日本リウマチ財団リウマチ専門職表彰候補者募集
締め切り：令和3年12月31日（当日消印有効）
申請の手続き（応募要項・申請書）については財団ホームページをご覧ください。

森本幾夫
順天堂大学大学院医学研究科
免疫病・がん先端治療学講座 教授
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